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看護援助 に よる慢性精神分裂病を病む人の
自我発達 の性質と経過
遠 藤 淑 美 (名古屋大学医学部保健学科)
本研究 の 目的は , 慢性精神分裂病を病む人 の 能力 や症状 に関わらず, 病 む人の 中 に失 わ れずあ る自我発達 の 性質と経過を
明 らか にす る こ とで ある ｡ 対象は , 自 己概念 に関 わ る 課題を持 っ て い た り, 医療 職貞 より対応の 困難さが指摘 さ れ た , 慢性
精神分裂病を病む 3名 の 単科精神病院入院患者で ある ｡ デ ー タ は , 自我発達を支援す る と思 わ れ る看護援助指針 に基づきな
がら 3 - 7 カ月 間継続して看護援助を行 っ た 全過程 であ る｡ 分析 は , 事例毎 に 自我発達 が読みと れ た場面を取り出 し, 自我
発達 の 視点か ら その 性質を読 み取 っ て 分類 ･ 命名 した ｡ さ らに , 自我発達 の 性質間の経過 の 関連を検討 した ｡
慢 性精神分裂病を病む人の 自我発達を支援す る看護援助 に よ っ て , 自我発達 の 性質は, ≪基本的関係形成 に関わ る自我発達 ≫
≪ 肯定的存在認知 に関わ る自我発達 ≫ ≪ 現実的自己調和 に関わ る 自我発達 ≫ ≪ 社会的関係回復 に関わ る 自我発達≫ ≪ 主体的
自己選択 に関わ る自我発達 ≫ ≪時間的連続性 に関わ る自我発達≫ の 6 つ が 取り出 さ れ た ｡ ま た自我発達 の 経過 は , 6 つ の 自
我発達 の 性質が相 互 に 影響 し合 い なが ら, 3事例 そ れ ぞ れ の 経過をた どっ て い た ｡
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I . は じめに
慢性精神分裂病を病む人 の 変化は , 緩 やか な こ とが
多く , 看護業務に追われる毎日 の 中で その 変化は見過ご
されやす い もの である｡ 患者 の 変化 を評価する視点と し
て , 最もよく用い られる視点は , セ ル フ ケ ア能力に代表
され る
"
能力
"
に注目した視点であろう｡
"
能力
"
に注目する視点は, 客観的に評価が しやすい ｡
加え て近年, 精神科医療の 重心が病院医療から地域医療
へ と移るに したが っ て , 患者が地域で生活 して い くため
の ｢持て る能力｣ が問われ るようになり , 能力に注目す
る傾向は , 今後さ らに高まると考えられる
Ⅰ)2)
0
そ の 一 方で , 看護援助の評価が ｢できたか , で きな い か｣
に終始し, 何 の ため の 能力獲得かを考慮 し忘れたり
3) 心
,
また , こ の ような能力獲得を目指した援助に乗れな い 人
たちが , 援助か ら こ ぼれ落ちて い る の が現状で ある ｡
こ れ に対 し, 脳 の 機能障害が絶対的なもの で あ っ た
り, 獲得 で きる能力に限界があ っ たと し て も, 能力を活
か し て使う主体 (自我) の発達はなおも可能であると い
う考え方がある5 )｡ しか しながら , 現在そ の ような考え
方を基盤と して , 慢性精神分裂病を病む人の 自我発達を
報告 したもの は見出せなか っ た ｡ そ こ で, 慢性精神分裂
病を病む人の 見えにくい 内的変化を自我発達の視点から
捉え, 看護援助を実施する こと で , どの ような自我発達
が支援されるかを明らかにする こと は意義があると考え
た ｡ 本研究は , 慢性精神分裂病を病む人の自我発達の 可
能性を見出し, 援助する こと によ っ てもたらされる自我
発達の 性質とその経過を明らか にする こ とを目的とする
もの である｡
Ⅱ . 用語の定義
慢性精神分裂病 ･ 慢性精神分裂病を病む人 :
『慢性精神分裂病』 とは , 意識が清明にもかかわ らず,
現実検討が 障害 され る疾患の 遷延化 した状態 で あり,
『慢性精神分裂病を病む人』 とは , 環境に対する脆弱性
の ために , 外界か ら の影響を敏感に受けなが ら, 変化に
よる揺 らぎを ｢自己で な い もの｣ と して , 自己 の外に排
除し つ つ 変化を最小限にすると い うその 人なりの最大限
の 適応状態にある人とする ｡
なお, 本論文 にお い て 『精神分裂病』 は, 『統合失調
症』 と同様の概念で用い て い るが , 本論文の参考と した
文献が い ずれも 『精神分裂痛』 の 用語で論 じられたもの
である こ と, お よび 『統合失調症』 と いう新名称にお い
て , 『慢性』 と い う概念が どの ように取り扱われ るかが
論文執筆時点 (2002年10月) で , 明確 で はなか っ た こ と
か ら, 本論文で は新名称をあえて用 い ては い な い ｡
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自我 ･ 自己 ･ 自己概念 ･ 自己意識 :
『自我』 は , 身体的精神的諸機能の 統合的目的的主体
すなわち意識や行為の 主体で あり, 動的概念 である｡
『自己』 は, 自我が経験する心的生 の 経験体 6) とする ｡
『自己概念』 は, 自分自身に つ い て の 意識や, 記憶 ,
感情や価値付けな どか ら成る自己を概念化 した恒常的な
構造体で ある ｡
『自己意識』 は, 自己概念 に支えられ, そ の 時 々 に有
する自己に向けられた意識お よびその意識内容とする｡
自我 は自己概念に支えられる自己意識によ っ て とらえ
る｡
慢性精神分裂病を病む人の自我発達 :
『慢性精神分裂病を病む人の自我発達』 と は, 安全保
障感を基盤に , 経験 に対 し葛藤 しつ つ も開かれ , 自己を
知り, 肯定 し, より柔軟 で豊かなもの に再生 しなおす環
境内の 人と の相互作用の 過程であるとする｡
Ⅲ . 方 法
1 . デ ー タ収集
1) デ ー タ収集場所 : 病床数346床の 医療機能評価機構
の 認定を受けて い る単科精神病院で ある ｡ 療養病棟5病
棟の うち女子閉鎖病棟および男女混合開放病棟を対象と
した ｡
2) デー タとその収集方法 :デ ー タ は , ①援助開始時の
対象の 状態, ②筆者が提供 した看護援助の過程で ある ｡
①は , 必要な基礎資料を診療録, 看護記録, お よび病棟
看護師 なら びに主治医か ら収集 した ｡ ②は , 想起によ
り フ ィ ー ル ド ノ ー ト に逐語記録 した ｡ また対象の 表情な
どの 非言語的反応 , 筆者 の思考や感情 , 印象なども合わ
せ て記録した ｡
看護援助の提供 にあた っ て は, 慢性精神分裂病を病む
人の 自我発達を支援 できると考えられる看護援助の指針
(表1) に基づ きなが ら実施した ｡ こ の指針は, 慢性精
神分裂病や長期入院の 人たち へ の 援助と して効果があ っ
たとする報告や , 筆者自身の 経験を元に事前に検討した ｡
3) デ ー タ収集期間 :デ ー タ収集の 期間は, 閉鎖病棟で
の 1名が2001年4月2 日か ら同年11月30 日まで である開
放病棟での 2名は, 2002年2月1 日か ら同年4月27日ま
で で あ っ た｡ デ ー タ収集の 時間は, 原則と して週 4日間
の 日勤帯と した｡
表1 慢性精神分裂病を病む人の自我発達を支援できると考えられる援助指針
目標l : 慢性精神分裂病を病む人が, 他者との関わりにおいて脅かされず, 安心してよい 関係を積み重ねることができるo
方法 1 安心 でき る環境を提供 し維持 し つ つ 日常生活を援助する
･ 患者が 関与 して ほ しくない ことに は関与しない こ と や , 関与 して ほ しくない 時 に関与 しない こ とを約束す る｡
･ 患者が 関与 して ほ しくな い こ と や 時 に 関与しなけれ ば な ら な い と き は, 十分 な説明を行い , なお 患者 が選ぶ権利 の ある
ことを保障す る｡
･ 苦悩 や 苦痛 の 軽減除去を優先する ｡
･ 患者 の さまざま な自己表現 の 現 れ に 対 し
,
一 貫 して支持す る態度を示 し維持する ｡
･ 患者 の 自尊心の在処を把撞 し, 支持する ｡
方法 2 自己価値の回復を支援す る ｡
･ 患者 が 大事に して い る こ と
,
もの に 関心を示 し支持す る｡
･ 患者 が これ まで 取り組 んだこ と
,
努力した こ と, 獲得 した 能力を共有し認め る｡
･ 患者自身が自己の 体験に対 して感 じる否定的な感情に対 し, その 感情を受け止め, 新 た な解釈や意味づけを ともに考えて いく｡
･ よ い 変化 に対 し, 患者が そ れ に気づける ような関わりを提供す る｡
･ 患者 が周囲か ら必要と され て い る と いう実感 (貢献感) や張りを味 わえる機会を提僕する ｡
･ 患者 が感 じた 貢献感を受け止め る｡
目標2 : 目標 1を基盤に, 慢性精神分裂病を病む人が自己の性質やあり方を理解し, 自己をさらに豊かにしながら, 自己と折
り合いを つけつ つ満足して暮らす ことができる｡
方法 1 患者 が自己の 性質やあり方を理解 し, 肯定 的な意味を見出す ことを支援す る｡
･ 患者が 語りだす事柄に対し, 患者自身が ど の ようにその事柄を感じ, 考えて い る か を尋 ね , 明確化 し共有す る｡
･ 患者自身の 考えと事実を区別 し, 患者 の 気 づ い て い な い
,
患者 に と っ て 助け とな る事柄 が明 らか にな る よ うに尋 ね た り,
異な る視点を提供す る｡
･ 言動 の 意味を推測 し, 患者 に 言語化 して 確か め てみ る｡
方法2 患者が自己の 望 み や 願い
,
自 己の あり た い あり方を見出 し, 現実 と の 折り合 い を つ けつ つ
,
そ れ に 向か っ て 行動 で き
る よう援助す る｡
･ 患 者 に と っ て 楽 しい こ と
, う れ しい こ と, 心 地 よ い こ と , 喜 び を もた らす こ と を見出 し, 共 有する と と も に そ の ような
機会が保障 され る よう支援する ｡
･ 患 者 の 志 向する課題を明 らか に し
,
そ の 課題 の 実現 - 向けて , 解決 する た め の 具体的方法を とも に見出 した り, い く つ
か の 選択肢を提供す る な どの 支援をする ｡
･ 患 者の 志向す る課題を日 々 の 行動 に 反映できる よう支持, 支援す る ｡
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4) 対象の選定および研究協力の説明と承諾 :看護援助
の対象は , 言語的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が可能で あり , 自
己概念に関わ る課題を持 っ て い たり, 医療職貞より対応
の 困難さが指摘された慢性精神分裂痛を病む人で , 筆者
が援助提供お よび研究協力を承諾した 3名で ある ｡ こ の
際, プ ライ バ シ ー の 保護を約束し, 依頼を断る権利があ
る こと , 断 っ た場合に不利 を受けな い こ とを保障 した ｡
2. 分析方法
1) 分析の対象 :｢患者の 言動｣ ｢筆者の 認識 (解釈 ･ 判
断 ･ 推測)｣ ｢筆者の言動｣ を継時的に記録, 整理 した対
象者と筆者の やり取りの記録 である ｡
2) 分析の手順 : まず, 分析 の 対象であるデ ー タを繰り
返し読み, ｢ 自我発達か らみ た患者の状態｣ を読み取 っ
た ｡ ｢ 自己意識の 変化｣ の あ っ た場面を, 状況 の 意味が
読み取れ る程度の筆者と患者の やり取りの 範囲で 区切り
それ を 一 場面と して取り出し, 取り出した場面における
｢ 変化した自己意識の 意味｣ を読み取 っ て命名した｡ さ
らに, ｢ 自我発達の性質｣ の類似するもの を集め て分類
し, 命名した ｡ そして , こ の 分類 ･ 命名した自我発達の
性質を全援助期間の経過に沿 っ て 位置づ け, 自我発達の
経過と した ｡ 最後に3事例の 自我発達の性質を統合し,
また自我発達の経過を比較検討した ｡
なお , 援助にあた っ て は, 精神科看護の 専 門家によ
る研究会で検討 し, 分析にあた っ て は, 指導教員ならび
に精神看護学の 実践および質的研究方法に精通 して い る
研究者1名に指導を受ける こ と で , 妥当性の確保 に努め
た｡
Ⅳ . 結 果
1 . 看護援助の対象とした事例について
対象と した3事例の概要を表2に示 した ｡
表 2 事例の概要
事例Å 事例 B 事例 C
年 齢 50代後半 20代後半 40代前半
性 別 女性 男性 女性
診 断 名
精神分裂病
慢性腎不全
狭 心 症
精神分裂病 精神分裂病
入 院 回 数 6回目 初回 3回目
入 院 経 過
年 数
37年以上 約 3年 約3年
問題 と さ れ
て い た症状
･ 衝動行為 ･ 幻聴に対する ･ 身体 症状 の
･ 激 しい 感情 認識の 困難 訴え
の 揺れ ･ 暴言暴力 ･ 好棒 傾向
以下事例A を中心に結果を示す｡
2 . A氏の概要
表3 に事例A の概要を示す｡
表3 事例A の概要
精 神 状 態 自己否定 的に 考えやすく, 衝動行為 が頻繁に あ る
身 体 状 態 管 . 心機 能の 低下
,
低血圧, 貧血傾 向. 便秘 傾向
家 族 背 景
等左6tO代 ■ ○ 母 = 健在
○止 bA氏占
兄:既賂 母 と同居, 母と共 に月 1度 の 面会 に 来院
入院に至つ た
高校 を上位 で 卒業 o 2, 3年働 い た後, 家業 を手伝 うo
20代前半 ぼ ん やりしたり, 異物摂取 をして初 回入院と
経過 な る○ 今回は , 身体 的治療の 終了 によ る他 院からの 転
院に よ るo
日常生活動作 ほ とん ど自立 して い る
対 人 関係 の
様 子
好き嫌 い がiまつ き りして い て , 気 に入 る とやや押しの
強 い と こ ろ がある o 相手が断 つ た りす る と, 抑うつ 的
と なり自室 に こ もる か衝 動行為 をす る○
看護師が語つ■
た患者像
結構 い ろ い ろ話 を聞 い て もら い たが る人o 母親 の こ と
を本当 は恨 ん で い る ように 思うo 詩 を書 い たりする 人o
親し い 人が い なくて 一 方的o
3 . 事例A の自我発達の性質
自我発達の 変化を捉えるため の ｢変化した自己意識の
意味｣ は, 133で あ っ た ｡ こ れ ら ｢ 変化 した自己意識の
意味｣ の類似するものを集めて 分類 した結果, 事例A の
自我発達を示 した自我発達の性質は 7分類あり,
≪他者 ( 筆者)と の 関係の 中で , 自己と他者 へ の基本的
信頼を育て て い く私≫
≪自己を知り認め て いく私≫
≪他者との つ ながりを回復 して い く私≫
≪他者 (家族) の見方の修復を少しず つ 為す私≫
≪自己を許し自己の安定を取り戻す私≫
≪他者 (筆者) を活用 し つ つ 自律を維持して いく私≫
≪過去や未来の 自己と折り合い つ つ , 今を生きて いく私≫
であ っ た ｡ それぞれ〔他者との最小限の 関わり〕か ら〔関
係 へ の 安心感 へ〕 向かう自我発達, 〔自己認知〕か ら 〔自
己受容 へ〕 向かう自我発達, 〔全的不信〕 か ら 〔多様な
存在の 受容 へ〕 向かう自我発達, 〔意向認識〕 か ら 〔立
場の転換〕 へ 向かう自我発達, 〔自己の 許容〕 か ら 〔自
己感覚 - の 安心感 へ〕 向かう自我発達 , 〔他者活用〕 か
ら 〔自主性促進 へ〕 向かう自我発達, そ して 〔無理な折
り合 い〕 か ら 〔主体的折り合 い へ〕 向かう異なる性質の
自我発達を示 して い た ｡
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4. 事例A の自我発達の経過
図1 に, 事例A の自我発達の 経過を示 した ｡ こ れ は分
類 ･ 命名 した自我発達の 性質を全援助期間の 経過に沿 っ
て位置づ けたもの で ある｡ 図 の縦方向は時間を表し, ま
た線の長さは多くの 変化が生起 したことを表して い る｡
こ の 図により, 事例A の 自我発達の 経過は , ≪他者
( 筆者) との 関係の 中で, 自己と他者 へ の基本的信頼を
育て て い く私≫に始まり, こ の 自我発達の性質か ら他の
性質の 自我発達が次々 と もた らされ て い く経過で あり ,
自我発達 の焦点は , 自己 の 本来の 力を発揮 して い く基
盤となる, 筆者と の 関係に関わる相互作用の 深化拡大に
あ っ た こ とがわかる ｡
以下 に事例Aの 自我発達の経過の焦点で あ っ た≪他者
( 筆者) との 関係の 中で , 自己と他者 へ の基本的信頼を
育て て いく私≫ の 経過の 詳細を述 べ る (< >は ｢変化
した自己意識の 意味｣ を, [ ]は｢援助の性質｣ を表す)
( 表4)0
A氏は初め て 会 っ た筆者に対し, ｢ 私なんか死んだほ
うが い い ん で す｡｣ と い っ た自己否定と, 自己否定の 実
行の失敗を語り ｢早く死んだほうが い い｣ と未来の 希望
の なさを語 っ た ｡ 唯 一 詩 に つ い て は, 筆者 の 前で暗唱す
るな ど, A氏 の 拠り所である こ とが伺われた ｡ しか しな
が らそれも ｢ほとん ど破 い て しま っ た｣ と語 っ た ｡ 受け
持ちをお願い する に当たり, 拒否 の保障を伝えると ｢そ
う いう こ と で よければ｣ と決し て快くと いうわけではな
い受け入れ で あ っ た ｡
翌 日 に は, A 氏はあたか も筆者 に向け て 言うよう に
｢ 私には * さ んが向い て い る の よ｡ 優 し い からね｣ と自
《他者と の つ な が り
を回復 して い く私≫
24-10 6:10場面
分 の好む 人柄 をさりげなく伝え, A 氏 の背中をさする
筆者には ｢あ っ ち へ 行 っ て くださ い｣ と硬 い 表情を して
き っ ぱりと断 っ た (< 1 こ れ以上 関わ らない >)｡ こ の
ように こ の 自我発達は, 他者 (筆者)との 関わりを最小
限に して , 自己の 安全保障感を保とうと いう状態から始
ま っ た ｡ 筆者は , A氏自身が馴染み な い もの を納得 して
受け入れて い く過程が必要だと考え, A氏 の言動を尊重
し, A氏が求めたときに応じられ るような態勢で い る こ
と , A氏 の 関心 に関心を注ぎつ つ 時期を待 つ ことが必要
だと考えて い た ｡ A氏は こ の ような筆者の [安全保障感
を伴う存在の承認] [存在性･ 応答性の 提示] [肯定感が
増す機会の提供] に対し, 次第に < 8 ｢私｣の家族に つ
表4 《他者(筆者)との関係の 中で 自己と他者へ の基
本的信頼を育てて いく私》 の変化の経過
(｢ 変化した自己意識 の意味｣ の 総数は 133)
関
係
へ
の
安
心
感
へ
▲
-
謂
帖
の
最
小
限
の
雛
緒
&
#1,
&i,
)
八
〃
い
稲
係
の
中
で
自
己
と
他
者
へ
の
基
本
的
信
124関係が だめ にならない こと へ の 倍額の形 成
107基本的信頼感 の 揺 ら ぎ に対 し, 事 実 に
よ っ て安 定を取り戻す
33他者(筆者)に対 し自己を開こ う とす る
25自己の 苦 しみ をわ か っ て ほ しい
8 ｢私｣の 家族 に つ い て い くらか 話す
1 こ れ 以上 関わらない
《他者(家族)の見 ≪過去 や未来の 自己
方 の 修復 を少しず と折り合 い つ つ 今
つ 為す私≫
28-118:6場面
を生きて い く私≫
31-133:8場面
《自己を許 し自
己の 安定を取り
戻す私≫
32-130:19場面
《地者(筆者)を活用
し つ つ 自律を維持し
て い く私≫
14-126:20場面
図1 事例 A の自我発達の経過
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い て い くらか話す> <25自己の 苦しみをわ か っ て ほ し
い > など, 自己 の気持ちを吐露 しは じめる変化を示 し
た｡
A氏は , 自分の 書 い た詩をと て も誇りにして い た｡ 筆
者は , 単に言葉だけでなく行為と してA氏の 大切に して
い る こ とを大切にするこ とは, A氏を大切に思うこ とを
伝える こと になると考えて い た ｡ ある日 A氏 の詩をワ ー
プ ロ できれ い な紙に打ち出して 渡したと こ ろ, A氏は初
め て , 自分の 生 い 立ち, 後悔な どを 一 気 に突然語り始め
た ｡ 自己を厳しく罰すA氏に対 し, 筆者はA氏の苦 し い
状況に初め て 身を置 い た｡ [存在性･ 応答性の提示] [ 同
伴する存在の 提示] [自己表現の保障] [新たな選択肢や
視点の提示による援助の提供] をする筆者に, A氏 は,
自分を裁くことをとりあえずやめ , ｢(心許した人に しか
見せ なか っ た) 母の詩を見て くれる?｣ と い っ た < 33他
者 (筆者) に対 し自己を開こうとする >変化を見せ た ｡
援助者の 関わりが約1 ケ月中断した後, 再会 したとき
A氏は ｢こ れまで仲良か っ た人ね , 仲良くなると皆だめ
になる の よ｡ 皆さよならして ね , み んなだめになるんだ
よ｣ と他者に対する基本的信頼感の 薄さを語 っ た ｡ 筆者
を目 の前に しながら こう語る A氏に ｢でも今日来ました
よ｣ と [主観と現実を突き合わせ つ なぐ機会の提供] を
行うと , A氏は笑 い 出し, ｢そうだね - ｣ と安心 した様
子に な っ た (<107基本的信頼感の 揺ら ぎに対 し事実に
よ っ て 安定を取り戻す>)｡
そ の 後, A氏が筆者 に ｢何度呼ん で も来なか っ た ね｣
と言 っ た こ とがあ っ た ｡ 筆者が謝りながらどこ に行 っ て
い た か思 い 出そうとすると, ｢で も今来たね｣ と A氏の
方か ら, 筆者が使 っ た言葉を用 い て 言うこ とが あ っ た｡
筆者は, こ れを, A 氏 の中にすぐには崩れ去 っ て はしまわ
な い関係もあること へ の信頼が生まれて い ると意味づけた
(<124関係がだめにならな い こ と へ の信頼の形成>)｡
以上 の ように , ≪他者 (筆者)との 関係の 中で , 他者
と自己 へ の基本的信頼を育てて いく私≫と い う自我発達
の 性質で は, 〔他者との最小限の 関わり〕 から , 〔関係 へ
の 安心感 へ〕 と自我発達して いく様子が認められ た｡
5. 自我発達を支援する看護援助によっ てもたらされた3
事例を統合した自我発達の性質及び自我発達の経過
慢性精神分裂病を病む人の自我発達を支援する看護援
助指針 (表1) に基 づ い た看護援助によ っ て 3事例から
得られ た自我発達の 性質を比較検討 した結果, 各性質は
事例間で類似 して おり, 6 つ の 自我発達の 性質と して取
り出せ た (表5)｡
また, 各事例の 自我発達の経過に , 共通し て い た特徴
は, 6 つ の 自我発達の 性質のうち , ≪基本的関係形成に
関わる自我発達≫がまず発達して い っ た こ と で あ っ た ｡
そ の 後は , 自我発達の 経過 に順序性 はなく, 事例そ れ
ぞれ にと っ て 主要な発達課題に関わる性質を中心に, 令
｢自我発達の性質｣ が互 い に影響 し合 い なが ら発達して
い た｡ た とえば , 事例A は, ≪基本的関係形成に関わる
自我発達≫ , 事例B で は≪現実的自己調和 に関わる自我
発達≫ , 事例C で は≪社会的関係回復に関わる自我発達≫
表5 自我発達を支援する看護援助によ っ てもたらされた自我発達の性質
事例 各事例 に お い て 取り出 した 自我発達 の 性質 3事例を統合して得 た自我発達 の性質
A ≪他者(筆者) との 関係d)中で自己と他者へ の基本的信頼を育て てい く私≫
≪ 基本的関係形成 に関わ る 自我発達 ≫B ≪他者 (筆者) と の 関係を形成す る私≫
C ≪他者 (筆者) を活用 し, 相互作用を始め る 私 ≫
A ≪自己を知り つ つ 認 め て い く 私≫
≪ 肯定的存在認知 に関わ る 自我発達 ≫B ≪信頼でき る他者 (筆者) を通 して 自己を確か め 肯定 して い く私 ≫
C ≪自己を認 め始 め た私 ≫
A ≪他者と の つ なが りを回復して い く私 ≫
≪社会的関係回復 に関わ る 自我発達 ≫
B ≪他者 と の つ なが り方を理解 して い く私 ≫
A ≪他者 (家族) の 見方の 修正 を少しず つ為す私 ≫
C ≪他者 (両親) に対す る自己 の 認識を理解し修正して い く私 ≫
A ≪自己と折り合 い 自己 の 安定を取り戻す私 ≫
≪現実的自己調和 に関 わ る自我発達 ≫B ≪自己を脅かすもの との 付 き合い 方を試行錯誤 し つ つ 身につ けてい く私 ≫
C ≪活力を取り戻 し言語化が分化し始 め た私 ≫
A ≪他者 (筆者) を活用 しつ つ , 自律 を維持 して い く 私 ≫
≪ 主体的自己選択 に関 わ る自我発達 ≫B ≪自分の こと と して 目標 に取り組 む私 ≫
C ≪主体的選択を回復 して い く私 ≫
A ≪過去や未来 の 自己と折り合 い つ つ , 今 を生きて い く私 ≫
≪ 時間的連続性 に関 わ る自我尭達≫B ≪後悔を とりあえず横 に置き, 過去 の よ い 体験を今の力 にす る私 ≫
C ≪過去 の 体験を修正 して い く私 ≫
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≪現実的自己調和 に関わる自我発達 ≫≪主体的自己選択
に関わる自我発達≫が , それぞれ の 自我発達の 経過にお
い て , も っ とも多く変化の見 られ た 伯 我発達の 性矧
で あり, 事例 の 主要な発達課題 に関わ っ た性質で あ っ
た ｡
Ⅵ. 考 察
1. 慢性精神分裂病を病む人の 自我発達の性質に ついて
慢性精神分裂病を病む人の自我発達を支援 した 3事例
の 援助を分析 した結果, す べ て に自我発達が見られた ｡
また , 得 られた自我発達の 性質は, 先行研究にお い て
自我発達を理解するにあた っ て考慮す べ きであると され
た機能と重な っ て い 7=7)8)｡ こ れ は , 自我発達を支援す
る援助指針 (表1) に基づ い た看護援助によ っ て , 自我
発達が偏りなく把握され た こ とを示 して い ると考えられ
た ｡
以下 にそれぞれ の 自我発達の性質が , 慢性精神分裂病
(以下分裂病とする) を病む人にと っ て , どの ような意
味を持 つ かに つ い て 考察する ｡
≪基本的関係形成に関わる自我発達≫
人 は生 まれた ときか ら社会 的な動物で あるか ら, 人
にと っ て 対人 関係における ｢安全｣は絶対的意味を帯び
る ｡ しか し, 分裂病を病む人 は, こ の安全保障感に課題
を持 つ 人が多 い ｡ 本事例にお い て , 最終的には3事例と
も関係か らの ｢撤退や 一 方的な関心, 利用｣の 状態から,
｢ 関係の相互作用 へ｣ と発達 して い た ｡
こ の こ とか ら , こ の 自我発達 は病む人の安全保障感
の 獲得 だけで なく, 加え て ｢他者と関わる こ と｣ 自体
により積極的な意味をもた らすもの で あ っ た と い える ｡
Sulliv a n
,
H .S.9)は ｢2人の 間に尊敬と共通 の 関心が 生ま
れ て い る場合に の み , あ る人から他の 人 へ の 伝達が行わ
れる｣ と述 べ て い る｡ つ まり, 患者と看護師の 相互作用
が自我発達には不可欠である｡ 看護師も患者も相互 に影
響を与え, また影響を受けて い る必要がある ｡ そうな っ
て初め て , 患者 は自己の 中心世界か ら脱中心化が図ら
れ , 他者にと っ て の 自己を検討するこ とが で き, 自我同
一 性 へ 向かうこ とが可能となると い える｡
つ まり こ の 自我発達は , 安全保障感を得ると同時に,
自我同 一 性形成 へ の基盤となる同 一 化する対象との相互
作用に関わ る発達で あ っ た ｡
≪肯定的存在認知に関わる自我発達≫
一 般 に分裂病を病む人は ｢ 自己評価が低く, 自我同 一
性 が貧困である｣ と言われ て い る ｡ 本事例も低 い 自己評
価の状態 にあり, そ の ため自己の 限られた部分に焦点が
当たり , 自己にある健康な側面を無視 し, 非常に偏 っ た
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自己を自己とし て認識 して い た ｡ さ らにそ の ような自己
価値の 見出せ な い 状態は将来 へ の 見通しを立て にくくさ
せて い た ｡
自我発達を支援する援助により, 本事例は, 存在の多
面性を受け止め ると同時に , 自己を許し, 自己の 信頼感
が増すと い う変化が見られ て い た ｡
自己評価の 低いと こ ろでは , 人は自己を構造化できな
い 6 したが っ て , こ の 自我発達は , 自己を認め , 低 い 自
己評価を修正 し, 自己 の再構築を始める核となる発達だ
と い える｡ また こ の 自我発達の前提と して , 自己評価が
脅かされな い と患者が感 じられると いう安心が患者に届
い て い る必要があ っ た ｡
≪社会的関係回復に関わる自我発達≫
家族は , 分裂病を病む人にと っ て , 有効な回復の鍵と
もなれば , も っ とも強力な発症要因でもある ｡ こ れ ら家
族と の 関係回復は , 家族成員 へ の両価的な気持ちの認知
から, 少しず つ続合が図られ , 存在を認めて いく発達で
あ っ た ｡
一 方家族成員以外の他者との 関係は, 自己が筆者から
認め られ て い る, ある い は見守られ て い る感 じを得られ
始め るとすぐに , 他者 へ の 貢献と いう形で変化が見られ
た｡ 自己の存在が受け入れ られ , 環境に対 し安心が持て
ると , 分裂病を病む人は社会との 関係を自ら回復 して い
く こ とが, 本事例より示唆された ｡
こ れ ら の発達は, ≪肯定的存在認知に関わる自我発達≫
の 中で , 自己の多面的な価値 を受け止め るようにな っ た
後, 家族 へ の両価性を認めるようにな っ た ｡ さらに家族
へ の 両価的な気持ちを認識 した後に , 家族 へ の い た わり
や立場の 転換が生 じて い た｡ また他者との 関係の持ち方
が変化する こと により, 他者から の よ い フ ィ ー ドバ ッ ク
が生 じ, 関係の よ い循環が生 じて い た｡
し たが っ て , こ の 自我発達は, 分裂病を病む人にと っ
て , 他者を通して , 自己価値の 更なる拡大と統合の可能
性をもたらすもの で あり, よ い 循環の もとに拡大して い
く関係によ っ て , 自我同 一 性の ため の 豊かな同 一 化 の対
象をもたらす発達で あ っ たと い える｡
≪現実的自己調和に関わる自我発達≫
外界と の接触によ っ て 必然的に生 じる不調和に対 し,
本事例 は自己を罰する か , 自己と は切り離 して外界 へ
そ の 責任を転嫁すると いう方法で生 じた不調和 を解消
して い た ｡ し か しなが ら, 自己を罰すや り方は自己に
と っ て 建設的な解決を して い な い ため , 自己評価は低
い ままか下がる 一 方 であ っ た｡ ま た外界 へ 責任を転嫁し
て い て は , い つ までも不安を コ ントロ ー ル する ことはで
きず, 脅かされ続ける こ とにな っ て い た ｡ こ の 自我発達
は, 経験 の 中で , 自己概念にそ ぐわない ｢自己で な い も
の｣ か ら圧倒され つ つ , 一 応 の ホ メ オス タシ ス状着から
脱出 し, 不安や葛藤を緩和 し, より現実的で , 適応的,
建設的で柔軟な対処を選択すること に関わるもの で あ っ
た｡ こ れ により, 分裂病を病む人の 自我は対象を, 距離
を持 っ て新 たな視点で眺め る こ とが で きるようになり,
対象の 多様な側面を認識できるようにな っ て い た ｡ それ
は, 言換えれば自己の 豊かさや多様さ, 柔軟さを獲得し
て い く こと に つ ながる発達であ っ たと い える ｡
≪主体的自己選択に関わる自我発達≫
自分が選択 し, 自分が して い ると いう感覚は , 自己評
価が低 い と言われて い る人たちにと っ て は, 特 に重要な
感覚である ｡ 他者か らさせた られ たと いう感覚は , 自己
評価を低め る ことはあ っ ても高める こ とはな い ｡ 本事例
は, い ずれも自己の 行動の 決定や実行に他者の存在の 占
める割合が大きか っ た状態か ら, 自我が 自己の できる行
為を選び取 っ て 行動する方向 へ 発達 して い た ｡ こ の 自我
発達は, 自己の 内省の 成熟とともに, その 人自身の 内発
的な動きを引き出し, 自己自身が生き生きと主体性を発
揮する発達 であ っ た ｡ また自己決断した行為に対して ,
その責任を引き受けるなど病む人の自律性をさ らに高め
る ことに つ なが っ て い た ｡
≪時間的連続性に関わる自我発達≫
人は , 時間の 連続を了解 して い るから こそ今あること
の 意味が見 出せ , ｢私｣と い う存在の 概念を持 つ こ とが
できる ｡ したが っ て , 存在その もの に危うさの ある分裂
病の 人にと っ て , 時間に関わる発達は , 発達の 中核に関
わ る重要な課題であると い える ｡ 分裂病を病む人の障害
の 1 つ に ｢主観的時間の 断絶や連続性の 希薄さ｣
10)
が
あげられるが , 実際どの 事例も, 発病 して か ら現在まで
の比較的近 い 過去は , 断片的にしか語られず, 病勢 の あ
るときは時間が断裂して い るように受け取れる｡
しかしなが ら, 患者の 中 で は, 連続性を持 っ て今を生
きて い るが故の 葛藤があり, 連続性が希薄だとは考えが
た い ｡ 例えば , 事例A は, 過去, 現在 の帰結と して の 未
来を幾度となく語 っ たが , そ れは, 既在を無視 した未来
へ 向か っ て の 空虚な希求と いうより, 既在ゆえの 諦観に
近い現実的な未来を語 っ て い た｡ 過去 の封印を解くの も
解かな い の も患者が選択 し, それが尊重され , 解かれた
もの にはよ い 意味づ けがなされ て いく こと , そ して 現在
の よ い体験を増や して い く こ とが病む人の ≪時間的連続
性に関わる自我発達≫に重要だ っ た ｡
こ れ により こ の 自我発達は, 病む人にと っ て 過去現
在に連なる肯定的存在と して の連続性を獲得すること に
なり, 現実感覚に基づ い た ｢今｣の視点を持 つ こ とに繋
が っ て い た｡
2. 慢性精神分裂病を病む人の 自我発達の危機と契機
各事例の 自我発達は, 筆者と いう新たな課題と出会う
こ とによ っ て 生 じたもの で ある｡ 新たな課趨と 出会 い ,
課題そ の も の や課題の 波及 によ っ て 生 じる新たな課題
に向き合う こと で , 結果に述 べ たような自我発達の経過
が た どられ て い た ｡ 経過 の 中で は , 何度も自我発達に関
わる危機があ っ た ｡ こ こ で いう自我発達に関わる危機と
は, 安全保障感の 揺らぎや経験によ っ て 生じる葛藤から
の逃避, 自己認知 へ の 固執, 自己否定の 強化, ある い は
関係の降着と い っ た こ とである｡
例えば事例A で は, 1 ケ月 の休止期間が , 関係 へ の信
頼感を揺るがせ ｢ 仲良くなるとみんなだめ になる｣ と い
う自己の安全保障感に関わる危機を語 っ た ｡ しか しなが
ら, 生 じた危機は, こ の 誤 っ た信念を点検し修正する契
機とな っ て い た ｡
吉田11) は ｢ 危機と は環境との 相互作用の 現象的な現
れ で あり, 固体にと っ て の 自己表現が環境と衝突する
こ と によ っ て 生 じたもの で ある｣ と述 べ て い る｡ こ れ
は, 自我発達の 経過が各事例それぞれ であり, 順序性が
な い と いう本研究の 結果を支持するもの である｡ 危機 の
訪れは, 患者それぞれ の 異なる自己表現と環境との相互
作用で あるか ら, 自我発達の経過が固有であ っ て 当然で
ある ことをこれ は示し て い る ｡ 多くの 自己意識の変化が
見られた自我発達の 性質ほ ど, 患者 の 自己表現が環境と
衝突しやすいと こ ろで あり , またそこが , 患者にと っ て
何度も捉え直され る必要の ある発達の 課題の あると ころ
であ っ た ｡ 逆 に言えば , そ こ に こそ患者のまだ発揮され
な い能力の発現の契機があるの であり, 援助 の 焦点でも
あ っ た と い える｡ ま た , 危機が発達の契機で ある ことを
了解して おくこ とは , 援助するもの にと っ て 失敗を恐れ
なくて よ い こ とを教え, さ らには危機を活かす動き へ と
つ なが る｡ したが っ て 看護師は, 危機を避けるよう援助
するの で はなく , 生 じて しまう危機を い かに患者と共に
乗り越え, 危機を発達の 契機とするかに心を砕くことが
重要になる ｡
3 . 自我発達の視点から見た ｢ 慢性精神分裂病を病む人
の 自我発達を支援できると考えられる援助指針｣ に
ついて
援助にあた っ て 指針と した援助指針は , 自我発達 に
視点をお い て な された援助か ら作成 したもの で はない ｡
しか しなが ら, こ の 指針に基 づ い て援助を実施 した結
莱, 3事例す べ て にお い て自我発達が生 じて い た ｡ した
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が っ て , こ の 指針には自我発達を支援する援助の要諦が
含まれて い ると考えられ る｡
指針 の 内容 を自我発達の視点から改め て見なお し てみ
る｡ 目標1 に掲げた援助は, 環境に対する脆弱性のある
慢性精神分裂病を病む人に対し, まずは こ の世 にある こ
と の 安全と安心を保障し つ つ , 加えて存在 へ の承認を伝
えて い く援助で あ っ たと い える｡ こ れ により , 自我は ,
他者と自己に対する基本的信頼と, 自己が自己であるこ
とを理解 して い くため に必要な同 一 性 の対象を獲得して
い たと考える ｡
一 方 目標2 による援助は, 目標1 によっ て獲得され る
自己や他者 へ の信頼感を基盤に して , 病 む人が現実と向
き合うこ とを選び , 現実にある こ とを認め , さ らにはよ
い 意味付けや新たなやり方を知 っ て いく ことに関わる援
助であ っ た｡ こ れ により, 自我は, 他者と関わる こと に
よ っ て 生 じる不安や葛藤を適応的現実的に処理 し, 現実
と い う制約の 中で自己をより豊か にし て いく方向 へ と発
達して い たと い える ｡
以 上 をまとめ ると , こ の援助指針は , 自我発達の視
点か ら, 目標1 によっ て 主に, 慢性精神分裂病を病む人
の 自他の基本的信頼を支える土壌を整え, 目標2 によっ
て , 自我が現実に適応 し つ つ , 自己をより豊かなもの へ
と再編する ことを援助する指針であ っ たと意味付けられ
る｡
(本論文は , 千葉大学大学院看護学研究科における博士
学位論文の 一 部 に加筆 したもの である｡ ま た1部は日本
精神保健看護学会第13回大会 にお い て 発表した｡)
引用文献
1) 中山久美子 :急性期にある精神分裂病者 へ の意味の
24 千葉看会誌 V O L. 9 No .1 2003. 6
ある看護ケ ア に つ い て, 精神科看護, 26(1), 62-
65, 1999.
2)Trygstad,L･et･al: Beha vio ral Mよn ege m e nt of Persiste nt
Audito ry Hallu cin atio n sin Schi乞OPhre nia:Outc o m e s
･ Fro m a10- W e ek Co u rse,Jof A P N A, 8(3), 84- 91,
2002.
3)松輪雅美 : 精神分裂病 へ の心理教育的ア プ ロ ー チ を
用 い た服薬自己管理 プ ロ グラ ム - グ ル ー プ プ ロ セ ス
に焦点をあて て - , こ こ ろ の看護学, 3(4), 321-
328, 1999.
4) 出口禎子 : 長期入院患者を対象と した音楽療法と看
護の か かわり, 病院 ･ 地域精神医学 , 41(2), 181-
185, 1998.
5) 林 直樹:精神分裂病患者の自己の あり方に着目し
た治療的対応 , 精神医学, 42(1), 19 - 27, 2000.
6) 溝上慎 一 : 自己の基礎理論, 1 - 9, 金子書房, 1999.
7) 遠藤淑美 :精神医学および精神看護学領域にお ける
自我 ･ 自己に つ い て の概念検討 一 精神分裂病に関わ
る自我 ･ 自己 - , 日本精神保健看護学会第11回学術
集会抄録集, 102- 103, 2001.
8) 守屋国光 : 老年期の 自我発達心理学的研究, 203-
228, 風間書房, 1993.
9) Sulliv a n,H .Sノ中井久夫他訳 : 現代精神医学の 概念 ,
みすず書房, 2000.
10) 村田信男 :｢ 分裂病の リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン過程｣ に
つ い て 一 自己価値の再編を中心 に - , 分裂病の 精神
病理10, 251- 281, 東京大学出版会, 1987.
ll) 吉田圭吾 : 人間関係の心理臨床 (津田瑞也編 : 人間
関係の 発達心理学1), 107- 140, 培風館, 2000.
T H E C H A R A C T E RISTIC S A N D T H E P R O C E SS OF EG OI D E V E L O P M E N T O N P A TI E N T S W IT H
S C HI Z O P HA RENIA
ⅥけiO WE R E SU P P O R T E D B Y N U RSIN G C A RE
Yo shimiEndo
Nagoya Univ e rsity,Faculty of Medicin e,Scho olof Health Scie n ce s
K E Y W O R D S:
schi210Phre nia,ego de v elopm e nt,n ursi ngC are
n e pu rpo se ofthis studyis to des cribe the cha ra cteristics andthe pr o c ess ofego de v elopm e nt o npatie nts with
schiz ophre nia who w er e s uppo rted byn u rsl ngC a re･
The subje cts w e rethr eepatie ntsin a chr o nic stage ofs chizophr e nia thathadproble m s ofself
- c o n cept o rhad
di氏c ultie s with the m edic alstaffin a m e ntalin stitution ･ The patie nts w e r epro vided n u rslng C a r efollo w i ng the
guidelin es ofn u rsi ngC ar etO Suppo rt ego de v elopm e ntdu ringthre e orse v e n m o nths･ Data w a s c one&ed fr o mpatie nt
T
s
re spo n s eto the n u rsl ngC ar e a nd 丘eldn otes o nthe e ntire n u rsl ng pro c ess W ere m ade･Inductiv e a ndqu alitativ e a n alysis
ha sbe e n e mployedthr o ughc oding a nd c atego rlZl ng Pr o c edure sfrom the po l nt Ofvie w ofego dev elopm e nt･ Six
char a cte ristic s ofegode v elopm e nt w er eide ntified･
T he char a cteristics ofego dev elopm e nt o npatie nts withs chiz ophre nia who w er e suppo rted byn u rsingC a re W er e
asfollo w s:"Bo nding
" 'IPo sitiv e s elf- a c c epta n c e
H "
Se n s e of ha rm ony
.. TTSo cialinter a ctio nn T.Making o w n choic es
''
''Co ntin uity
.'
,
all thes e w e re r elatedto ego de v elopm e nt･ Thepro ce ssofego de v elopm e nto n e a chc as efollo w edv ario u s
pathsinte ra ctlngWith the se six cha ra cteristics･
千葉看会誌 V O L. 9 No . 1 2003. 6 25
